
第 39回全国ホタル研究大会報告

研究大会の概要

全国ホタル研究会の第 39回大会が平成 18年 6月 16日 ～ 18日 の 3日 間,山 口県

下関市豊田町 (旧 豊田町)に て、全国ホタル研究会主催、第 39回全国ホタル研究大会

下関実行委員会主管,下関市,下 関市教育委員会共催,環境省,山 口県 ,山 日県教育委

員会,山 ロホタルの会, とよたホタル研究委員会,豊田ホタルの里 ミュージアム,豊 田

観光協会,下 関市商工会豊l]町支所、更に各新聞社や地元企業の後援をいただき、 「ホ

タルに学び、ホタル とともに育つ」を大会テーマに盛大に開催 され、全IJ各地、さらに

台湾か ら250名 の参加をいただいきました。

16日 午前中に東海地方に集中豪雨が降 り、東海道新幹線が約 1時間運転を見合わせ

るというハプニ ングがあ り、受付時間に間に合わないのではないかと懸念されましたが、

なんとか無事予定通 り始めることができました。 12時 30分か ら午後 1時 30分 まで

研究大会会場で もある下関市豊田生涯学習セ ンターで受付が行われ、午後 1時 30分か

らオ リエンテー ションが開催 されました。午後 2時か らは、 3つ のグループに分かれ豊

田ホタルの里ミュージアム、ホタル ,1の 船乗 り場、ホタル発 Ji地 である神 11寺 を見学 し

ました。ホタル ミュージアムでは館の活動の紹介の後は自由見学 とな り、常設展示の他、

豊田町に生息する陸棲Jl類の特別展などを見て Fljり ました。午後 4時 30分頃に宿泊ホ

テルに

戻ると午後 5時か ら宿泊施設のひとつである 一の俣温泉グラン ドホテルで 「ゲンジボタ

ル」 「ヘイケボタル」 「ヒメボタルJの 3つ に分かれて分科会が行われました。分科会

終了後夕食をとり、午後 7時 40分 か ら3グループに分かれて順次ホタル観賞に出発に

しました。

木屋川のホタル舟は船乗 り場か ら下流へ、川の流れに乗 りゆっくりとホタル観賞がで

きます。川の中か ら見るホタルの舞いは、また違った趣があ ります。ホタル舟が川下 り

をする区間の所々に新 しい護岸があるのですが、そ うした護岸にはほとんど、あるいは

まった くホタルがお らず、いかにホタルの生息 に護岸の影響があるのかを思い知|ら さね

ました。

神上寺では境内の奥か ら流れて くる川にゲンジボタルが舞っていましたが、駐車場脇

の山林ではヒメボタルが少数光ってお り、昨年の西尾市平原ゲンジボタルの里に続いて

ゲンジボタルばか りでな くヒメボタルを観賞することができました。
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観賞後、バスが一の俣グランドホテルに入らずにそのまま通 り過ぎ少し行くと、運転

手さんに「ここでもホタルが見 られる」と教えていただき、バスを降りてホタルを観賞

しました。川幅はあまり広くなかったのですが、まあまあの数のホタルがいて、さすが

にホタルの里だと感心しました。

明けて 17日 、 9時より地元 FM局の大村恵子さんの司会で開会式が始まりました。

開会宣言を中村副会長が行い、続いて古田会長の挨拶の後、大会副会長でもある本廣正

則下関市副市長による歓迎の挨拶、小山 和下関市議会副議長の来賓挨拶と続き、最後

に来賓としてご列席いただいた方々の紹介が行われ開会行事を終了しました。

開会式の後、休憩をはさんで研究発表に移 りました。午前中は最初に山ロホタルの会

の児玉 行氏による「山国市 「一の坂川」のゲンジボタルの復元」と題した講演が行わ

れ、続いて下関市立西市小学校の 5年生 17名 の児童さんの旧豊田町とホタルの関わり

を調べたの発表など地元から4件の発表が行われました。地元発表後、昼食休憩に入る

前には台湾から参加された林鋼修氏,何建容氏からの挨拶がありました。午後からは会

員による 8件の研究の発表があり、続いて前日の分科会の報告が各分科会の座長より行

ホタルミュージアムの見学 分科会「ゲンジボタル」

豊 田のホタルの展示 コーナー会場 (下 関市豊田生涯学習センター)入 り口
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われました。最後に休憩時間を挟んで、 39回総会が開催されました (総会報告参照)。

会場となった下関市豊田生涯学習センターの回ビーでは豊田町のホタルを標本やパネ

ルで紹介した展示や、ホタルの柄の茶碗などの工芸品や絵はがきなどの展示などがあり、

会員の皆さんが熱心に見て回っていました。また、通路を仕切った区両では熱心に豊田

町に大会を誘致されながら、大会を迎えることなく亡くなった藤井勝利氏のホタルの写

真も展示されていました。

研究大会終了後は、一の俣温泉グランドホテル会場を移 し、 lll会 を再び大村恵 rさ ん

にお願いし、懇親会が開催されました。占田会長の開会挨拶、本廣正則下関 ||∫ 副市長か

らの開催地代表挨拶の後、本廣正則面1市長から次期開催地鳥取市の竹内 功市長に大会

幕の受け渡しがあり、続いて竹内市長の次期開催地代表挨拶が行われました。 ^lJl武知

大会副会長による乾杯の後、9‖1地 区婦人会の皆さんを中心としたア トラクションや映

画 「ほたるの星Jの菅原浩志監督とモデルとなった瀧日 稔氏の紹介などもあり、最後

に大会実行副委員長の小田尚久氏の開会挨拶で楽しい宴も終わりとなりました。

18日 は ド関市il田 生涯学習センターで映画 「ほたるの星」の 11映会が行われました。

上映終了後、菅原ri志監督と映画のモデルになった下関市清末小学校教諭の瀧日 稔氏

による トークショーが行われ、映画を撮ることになったきっかけや撮影中のエピソー ド

などが語られました。これで大会日程が全て終了しました。

△

= 場 :山 口県 ド関市il「 |‖ ] 下関市豊田生涯学習セ ンター

大会 日程 :

6月 16日 (金 )

12:30～ 13:30

13:30～ 13:50

14:00～ 16:30

17:00～ 18:30

19:40～ 22:

6月 17日 (上

受付 (下 関市豊田生涯学習セ ンター )

オ リエ ンテー ション

見学会 (豊 田ホタルの里 ミュージアム,木屋川,神 L寺 )

分科会

ホタル鑑賞 (木屋川ホタル舟,神上寺)

開会式

特別講演

研究発表

分科会報告

第 38回総会
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19:00～ 21:00  懇親会 (一 の俣温泉グランドホテル )

6F118[1(日 )

9:30～ 9:45  菅原浩志監督,瀧 日稔氏紹介

9:50～ H:30  映画 「ほたるの星」上映

11:30～ H:50  トークショー

研究発表 :

①豊1日 とホタルと人 下関市立西市小学校

②ホタルの田Iの ホタルの博物館

③道路改良工事に伴うゲンジボタルの経年的な生息状況モニタリング調査

④遺伝 r解析による豊田地域に生息するゲンジボタルの集団構造について

⑤守山ほたるパーク・アンド・ライド事業 一市民の力が守山を変えた一

0ゲ ンジボタルの発光周期について

⑩パプア・ニューギニアのホタル P/θ′θρ/y´、θノ/1//gθパ の光シグナルを

ちゃっか り利用するホタルの 1種

0ク ロクシヒゲボタル
`｀

yρ力θ〃θθθ′〃S"′ /′ fノ プの4i息環境および

近縁種 との形態的差興

⑫遺伝子から見たヒメボタルの体41と 地理的分布

(共 同発表の場合は発表者のみ )

0長野県辰野‖|に おけるゲンジボタルの明滅周期について

③遺伝子から見た長野県内のヘイケボタル個体群の地理的分布 ……・ 二石 Π軍弥

⑨ヘイケボタル成虫にヤナギ、ドクダミ投与の影響

川野 敬介

藤井 宏之

増本 育子

中島  耕

翠川 博之

井目 尊

山岡  誠

大場 信義

川野 敬介

車桶 秀夫

第 39回総会報告 (総会議事録抄)

※総会開会に先立ち、 11務 局よ り出席者 69名 、委任状 87名 、合計 156名 で総会の

ナ戴5ア を幸債(1:。

1.総会開会挨拶 中村副会長
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その他

全国ホタル研究大会横断幕の作成 し、今回の大会か ら使用 した。

全国ホタル研究会のホームページは、遊磨理事の協力により運営を始めた。

名簿作成のためのアンケー トを実施 したが、返信のない会員が多く :キ 慮 している。

最近、生物種の移動について論議がさオ1て いる。全IJホ タル研究会として も、ホタ

ルの移植 についての指針を策定する必要があると考えている。蔦理事 と遊磨理事に

よ り指針案が作成され、役員会で協議を行 ったが、さらに広 く会員の意見を聞くこ

とになった。

7.議長解任

8.閉会の 言葉  近藤副会長

大会開催地より

第 39回全国ホタル研究大会 (下関大会)お礼

第 391]全 |.可 ホタル研究大会 ド関大会実行委員長 小||1尚 久
*

歴史 と伝統ある,第 391:|1全 1珂 ホタル研究大会も, ご来賓の皆様方をはじめ,全 国各

県よ り,更 には台湾よ り,総 :i1250人 の皆様方をお迎え し,こ のように盛会裏の内に

開じることができます こと,実 行委員長としまして心よ り, 喜んでいます。 これ も,ひ

とえに皆様方のご協力の賜物 と′いよ り感謝 中し 上げます。

昨年までは,夜 のホタル傷lttか ら大会が始まりましたが,本年よ り,会 員の皆様のご

要望によ り,ホ タル生息 l也 の昼 と夜の状況の見学 と,ゲ ンジボタル,ヘ イケボタル, ヒ

メボタルの 3分科会を人オlま したので,参加された方々にとりまして,少 し過密なスケ

ジュールにな りお疲れになったのではと反省 しているところです。 これも,ホ タルの里

豊田をしっか りと,あ ます ところなく全国の皆様方ヘアピール したい願いの結集である

と, ご容赦願います。 しか し,終 了後会 員の皆様方の声やお礼のお手紙を頂戴 しました

中で,「分科会や研究発表が とでも,今後のホタルの保護に役立ちます。感謝。J,
「ホタル船の頭 11に 飛び交う螢の,幻想的な饗宴に酔いしれました。J,「 最終 日の映

画,ほ たるの星に感動 しました。 r供達 に見せてや りたいcJ等 々沢山の言葉を頂き関

係者一同喜んでいます。あ りが とうございました。

これを機縁に,ま すます,ホ タルを通 して 自然環境の保全や調査 。研究が全国各地に

推進 されるものと確信 しています。
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終わりに, 2005年 7月 に実行委員会を立ち上げて以来,終始ご指導ご支援下さい

ました,全国ホタル研究会の占田会長さんをはじめ,事務局の佐久間さん,倉 田さん ,

更には,下関市・下関市教育委員会の皆様方に深甚なる敬意と謝意を表しますと共に,

全国ホタル研究大会の益々の発展と会員の皆様方のご健勝を祈念しお礼の言葉とします。

全国ホタル研究大会を終えて

ナ|1野 敬介
*

全国ホタル研究会が未だ全国ホタル研究同好会 と呼ばれていた昭和 44年 、下関市豊

田町 (以 下、豊田)で第 2国大会が行われました。第 2回大会では、羽根田弥太博士に

よる講演や地元発表などその当時 として非常に濃 い内容の発表及び会場展示がなされて

いました。そ して、月日は経ち第 39回 を再び豊田で行 うことになったわけです。

大会を行 うにあた り、私はまず豊「JJと ホタルの歴史を徹底的に調べあげることにしま

した。そ して、その中で、戦田の町 と人が、ホタルを護 り、ホタルを敬愛する姿を見つ

けることができ、更にはホタル資料館やホタル祭 り、ホタルバス、 l――i外 ホタル飼育施設

といった近年では比較的ふつ うに行われて これ らのことを、豊田の人々が苦心 して昭和

40年代か ら実施 していることに驚きを党えました。豊田という町が、今でこそ、ホタ

ルの町 といわれるのは、先人の方々の努力に他な らないことはゆうまでもないことです

が、本大会の準備に際 し、そのことを再認識いた しました。また、私は、鹿児島の町中

で育ち、ホタル とは縁のない幼少期 を過 ごしましたが、ここ豊田の子供たちの生活の中

には常にホタルがいる。そんな生活が、普通にあるここ豊 Iflの 素Π青らしさ。私は、豊田

の歴史や現状を調べれば調べるほど、どのようにして この豊田を参加者の皆様にお伝え

すればいいのか、また、第 2 1FII大 会と同じかそれ以 上の大会にするにはどうすればいい

のか、頭をかかえてお りました。

しか し、ある時気づいたのです。 “この豊田をそのまま見せればいいのだ"と いうこ

とを。そ して、会場展示や地元発表、生息地 見学などは、背伸びすることなく、豊田の

そのままをお見せすることにしました。ですか ら、大会のために何か大規模な物を造る

といったことや環境を整備するといった ことはなかったので、少 し地味な大会になった

かもしれません。 しか し、持様 には “今の豊田の姿"を お見せすることができました。

大会の前も後も変わることな く、豊田はこのままです。おそ らく、来年お越 しいただい

て も、豊|||は このままです。足非、また ここ牲田に立ちよ りください。ホタルの町の、

ほたるの火が、今年と同 じ彩 と温もりで皆様をお出迎え致 します。
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ホタルと手をつないでいこう

下関市立西市小学校 5年 藤本 雅
:r

全国ホタル研究大会では、何百人もの人の前で発表するなど初めてのことだったので、

ものす ごく緊張 しました。けれ ど、自分の考えをはっき りと言えたので、よかったです。

この発表へ向けて、みんな と協力して疑間を解決 した り、町の人たちに聞いた りして

学習を進めてきました。それ らを通 して、人々の思いや 自然や環境を大 切にする工夫な

ど、いろいろな ことを学ぶ ことができました。た とえば、「出かけると意識 して町を見渡

すようにしている」など、町の人々のホタルや環境に対する思いは、私の想像よ りもは

るかに上回つていて、とてもびっくりしました。

私はこれまで、ホタルや環境のことはあまり意識せずに生活 してきたので、す ごく反

省 しました。 この学習を通 して 「環境を大切にするJと いうことに少 し敏感になったよ

うな気が します。 これか らは、 「ホタル と自然いっぱいの町賞」のような賞が もらえるく
゛

らいに、わた し自身もできること、役立つ ことに積極的に取 り組んでいきたいです。そ

して、これか ら 100年 たって も 「豊田のシンボルはホタルだ」 と自慢できるように、

今味わえる自然の豊かさや美 しさがずっと続 くように、自分か ら工夫 した りみんなに声

をかけた りしていきたいです。将来、ホタル と自然 と人とが手をつないでいるようなポ

スターが貼 り出されるような豊田町にしていきたいと思います。

ホタル研究大会を通して

下関 ilF立 西市小学校 5年 /1ヽ 嶋 愛美

全国ホタル研究大会を通 じて、多 くのことを知 りました。ホタルを守 りためのきまり

「ホタル保護条例」があること、豊田の町の人たちがホタルをとても大切にしているこ

と、ホタル舟な どホタルのためにた くさんの人が努力してきた ことなどです。

町の人たちにイ ンタビューすると、みんな豊田の自慢はホタルだと答えて くれました。

でも、学習を進めていくうちに、昔は今 とは比べ ものにな らないく
゛
らいホタルがたくさ

んいた ということを知 りました。今はホタルを増やす努力をしているので、ホタルが増

えていると思っていたのですが、音に比べるとずいぶん減っているそ うです。

私の住んでいる地区には、今 もた くさんのホタルがいます。 これか らは、ホタルを守

り、増や していくために、自分ができることは自分で どんどん していきたいです。豊田

町のみんなに、ホタルのすばらしさや大切さを知ってほしいし、豊田町だけでなく、他

の県や市町村の人たちにも、ホタルを見に来て豊田町が どんなにすばらしいかを知って

ほしいと思います。
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ホタル研究大会で学んだこと

ド関市立西市小学校 5年 柿野真里奈

わた したちは 「ふるさと豊田とホタル と人々」 という学習をして、いろいろなことを

学びました。

一つめは、 (11]1の 町の人たちがホタルを大切にしているということです。わた しは、

毎年ホタルが出る時期にも 「ああ、ホタルかJと思 うく
゛
らいで したが、町の人たちは、

「家庭排水に気をイ寸けるJ「 ごみを捨てないJな ど、た くさんのことに気を付けていま

した。わた しにできることもあったので、 これか らは したいと思いました。

二つめは、今 []]町 の環境についてです。ほたるが減った原因は、川の水がきたな くな

ったか らだそ うです。川にごみを捨てた り、きたない水が流れ込んだ りするのだ と思い

ます。豊国の人たち 1人 1人が、ちょっとした ことに気を付ければ、ホタルはまた増え

ていくと思います。

″、は町の人たちにインタビューをしましたが、豊 l]の 自慢や有名なものをたずねると、

ホタルだけでな く、な しや 華山な どいろいろな答えがあ りました。 このように自然のす

ばらしさいっぱいの戦 |‖ 町で、ホタルが もっとた くさん増えていくように、自分か ら清

掃活動などに参加 していきたいと思います。
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